
 

2025年度活動概要     授業学（関西）研究会 

 

授業学（関西）研究会では、「学習者中心の学び―インストラクショナルデザイン理論を

中心に―」をテーマとして活動しました。研究会を概ね 2か月に 1回の割合でオンライン

にて開催（1回は対面を含めたハイブリッド開催）し、インストラクショナルデザインに

関する輪読および議論を進めました。あわせて、8月に開催された JACET国際大会では SIG

ワークショップ「学習者中心の英語授業デザインのあり方を考える」および研究会紹介ポ

スター発表を、また 3月の JACET関西支部大会ではコロキアム発表「英語授業学における

AI の活用と課題 ―学生と教員はどのように AI を利用しているか―」を開催しました。

ワークショップ・コロキアムとも朝一番のスロットであったにもかかわらず多くの方にご

参加いただき、高評価をいただいております。また、会員の研究論文を収録した研究論集

第 5号を発行しました。来年度も学習者中心の英語授業デザインを追求しながら活動して

いきたいと考えています。 

 


